
          

 

 

 

 

 

 
 

小学校と中学校のつながり 
 

校長 堀 井 賢 治 
 

合唱コンクールでは、多くの保護者の皆様にお越しいただき、生徒の素晴らしい発表を一緒に見
ていただくことができて良かったです。また、生徒も自分の学年以外の発表を見ることができまし
た。きっと多くのことを感じてくれたのではないかと思います。いただいたアンケートについては、
校内で共有し、次年度以降の参考にさせていただきます。ご協力ありがとうございました。 
さて、先日、同じ学区にある３校の小学校の運動会に行ってきました。私が着任してから３年目
となりますが、初めて小学校の運動会を参観することができました。中学生が取り組んでいるソー
ラン節を小学校５年生が立派に演じている姿やコロナ禍で感染対策を考え、創意工夫された競技に
取り組む児童の姿、誇らしげにそして楽しそうに競技に参加する児童の姿など、心に響くものがた
くさんありました。中学校の教師の私にとって、小学校の取組を見て新たに発見することや学ぶこ
とがたくさんありました。保護者や地域の皆様も「小中連携」という言葉を耳にすることがあると
思います。同じ校区にある小学校と中学校が連携することによって、義務教育９年間のつながりを
大事にして教育活動を進めていこうというものですが、「中一ギャップ」という課題解決の手立て
の一つとして、進められてきました。「中一ギャップ」とは、『小学校から中学校への進学において、
新しい環境での学習や生活へ移行する段階で、不登校等の生徒指導上の諸問題につながっていく事
態（文部科学省ホームページより抜粋）』ということです。「中一ギャップ」を解消していくために
は、小学生の児童が安心して中学校に進学できるようにすることが必要です。そのために、中学校
区の小学校の先生と一緒に年３回の研修をしています。小平市ではすでにこのような研修を１０年
以上続けています。その成果として、「中一ギャップ」で不安ということより、中学校では新たな
気持ちでがんばろうという生徒が増えてきているのではないかと思います。今月も校区の小学校の
先生と合同で研修を行います。生活面のつながりだけではなく、教科の指導としても連携が進んで
いくと思います。そして、実際に見ることは難しいかもしれませんが、運動会や合唱コンクールの
ような行事などを通じて「小中連携」が児童・生徒の間でも進んでいくとよいと思っています。 
 

【 １１月の予定 】 

 

日 曜日 行事予定等 備考 日 曜日 行事予定等 備考

11/1 火 三者面談(３年) SC 11/16 水 期末テスト終
2 水 三者面談(３年)　放課後学習教室 17 木 英検IBA・復習確認テスト(２年)

3 木 文化の日 18 金 ⑥カット　研修会　側わん検診(２年) SSW
4 金 三者面談(３年) SSW 19 土
5 土 20 日
6 日 21 月 各委員会 SSW
7 月 全校朝礼・安全指導・三者面談(３年) SSW 22 火 避難訓練 SC
8 火 三者面談(３年) SC 23 水 勤労感謝の日
9 水 ⑤カット　研修会 24 木 オリンピックパラリンピック講演会・代表委員会

10 木 三者面談(３年)　放課後学習教室 25 金 SSW
11 金 三者面談(３年)終　放課後学習教室 SSW 26 土
12 土 27 日 （中学校英語スピーキングテスト）

13 日 28 月 生徒朝礼 SSW
14 月 期末テスト始 SSW 29 火
15 火 期末テスト SC 30 水 職員会議　放課後学習教室

※備考欄　SC…ｽｸｰﾙカウンセラー　ＳＳＷ…スクールソーシャルワーカー　勤務予定日
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【硬式テニス部】   
東京都中学校テニス新人大会  
女子団体 ベスト１６  冬季研修大会出場 
 
【卓球】 
１０ブロック新人卓球大会 
男子シングルス 第３位   ２-１ 男子生徒 都大会出場 
女子シングルス 準優勝   １-６ 女子生徒 都大会出場 

   
 

【剣道】 
１０ブロック新人剣道大会 
男子団体 第３位 都大会出場 
女子団体 第３位 都大会出場 

生徒総会（10/28） 

生徒会選挙を終え、各クラスでは後期の委員
会の委員が選出されました。新たなメンバーで
後期委員会の活動について検 
討し、生徒総会で質疑応答を 
経て承認されました。いよい 
よバトンは２年生に受け渡さ 
れました。生徒会活動でも新 
たな伝統を創ってほしいです 
ね。 
 
 

☆１０月のトピックス☆   
※ＱＲコードからそれぞれの様子が分かる本校のホームページを見ることができます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動等の活躍！ 

 

 

 

 

道徳授業地区公開講座（10/5） 

例年は、講師の方をお招きして、お話を伺い、
その中から生徒が道徳的な価値について学ぶ授業
を公開していましたが、今年は、 
各教室で普段から行っている道徳 
の授業を公開し、参観していただ 
いた地域や保護者の方と学年ごと 
に意見交換をすることができまし 
た。とても有意義な時間でした。 

 

     合唱コンクールを終えて 音楽科 武田雅子 

 スポットライトの光をあびながら力強く響く太鼓の音で、今年の合唱コンクールが開幕しました。
「私たちは苦しい時を過ごしてきたけれど、決して負けない！」常に前を向いて進もうとする花南中
の生徒たちの強い想いが音となり、重なり合い、全校生徒の心が一つになった感動の瞬間でした。 
声を出すことすら抵抗があった１年生が歌う喜びを感じ、体も心も大きく成長した２年生は表現豊

かな合唱を、３年生は、厚みのある混声四部合唱のハーモニーと心に響く歌声で会場を包み込みまし
た。吹奏楽部もたくさんの応援をいただきながら、楽しく演奏することができました。本当に素敵で
幸せな時間となりました。 
昨年に続き、様々な制限がある中での練習は大変でした。９月以降、報じられる感染者数は減少し

てきましたが、学校では安心できない状況が続き、授業では思うように歌うことができない時期もあ
りました。感染対策とはいえ、マスクをしたまま歌うことにジレンマを感じながら、互いの口の動き
や表情もわかりづらく、その中で「思いを伝える」難しさに悩みました。様々な困難がありましたが、
クラスの仲間と共にそれらを乗り越えて、舞台で堂々と歌う生徒たちの姿は、とても輝いていました。 
「開歌」～新たな伝統へ～のスローガンのもと、先輩たちから託された想いや伝統は、しっかりと

後輩たちへ引き継がれ、花南中の新たな一歩を踏み出すことができました。たくさんの感動をくれた
生徒の皆さん、多くの皆様に支えていただき、全校での合唱コンクールを実施することができました。
この合唱コンクールに携わったすべての方々に厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。 

宿泊学習（9/29-30）・マラソン大会（10/25） 

 特別支援学級７組は、この１か月の間に大きな行事を３つ経験しました。ひとつは、合唱コンク
ールの太鼓の発表です。合唱コンクールを挟む形で、宿泊学習、マラソン大会に取り組みました。
宿泊学習は、１泊２日で富士五湖に行きました。３年ぶりに実施できる行事なので、全員が初めて
の取組となりましたが、班長を中心として、ルールやマナーをしっかりと守る行動ができていてと
ても素晴らしかったです。マラソン大会は、多摩地区の多くの学校が集まる大会を昭和記念公園で
実施する予定でしたが、残念ながら雨天中止となってしまいまし 
た。そこで、本校独自のマラソン大会を計画し、小金井公園で無 
事に実施することができました。通常の学級も体育の授業で、 
１２分間走に取り組んでいますが、７組もマラソン大会に向けて 
長距離走に取り組んできました。その成果を十分に発揮して、 
全員２㎞を完走することができました。 
                               宿泊学習  マラソン大会 

 


